
「原発政策の偽り
と、能登半島地震
が示したこと」

原子力行政を問い直す宗教者の会 内藤新吾

日本聖公会 正義と平和委員会 原発問題プロジェクト

２０２４年６月２日（日）



2022年12月18日(日) TBS 「報道の日」



2022年12月18日(日) TBS 「報道の日」





2022年12月18日(日) TBS 「報道の日」



2022年12月18日(日) TBS 「報道の日」



2022年12月18日(日) TBS 「報道の日」



2022年12月18日(日) TBS 「報道の日」

ところで、
規制委員会では
想定されていない
という、原発への攻撃
について、こんな文書
があるが・・・



2022年12月18日(日) TBS 「報道の日」



2022年12月18日(日) TBS 「報道の日」



2022年12月18日(日) TBS 「報道の日」







事
故
試
算
資
料
を

隠
ぺ
い
し
て
い
た

１９６０年に

１９９９年５月
  に暴露された

野
党
議
員
か
ら
追
及
さ
れ
て
も
、

①
初
め
に
、
そ
ん
な
資
料
は
な
い
と
答
弁
し
、

②
次
に
、
薄
い
簡
略
な
も
の
し
か
認
め
ず
、

分
厚
い
報
告
書
を
隠
そ
う
と
し
た
。

二重のウソ



１９９８年 環境新聞

16
万
ｋ
ｗ
の
小
さ
い
原
発
が
、

た
っ
た
２
％
漏
れ
る
だ
け
で

国
は
２
週
間
以
内
に
急
性
症
状
で
死
ぬ
大
人
へ

の
見
舞
金
と
葬
儀
代
、
慰
謝
料
を
試
算
し
て
い

た
。
ス
ズ
メ
の
涙
ほ
ど
で
も
、
こ
の
計
算
に
。

だから、
隠した



事故処理費用



ただでさえ30年もすれば
中性子脆化で弱くなるのに
40＋20年の上に停止期間
を数えないなんて！！

2022年12月22日(木) TBS 「news23」



2022年12月22日(木) TBS 「news23」

原発震災後、安倍総理でさえ
言えなかった建て替えも

そして2023年5月31日、GX関連法案を
数の力でバタバタと衆参両院で通した



規
制
委
員
会
が
60
年
超
を
容
認
す
る
よ
り
も

前
に
、
政
府
は｢

基
本
方
針｣

を
閣
議
決
定
！

規
制
委
員
会
も
実
は
政
府
と
一
体
。
去
年
７
月

か
ら
規
制
委
事
務
局
を
担
う
原
子
力
規
制
庁
の

長
官
、
次
長
、
原
子
力
規
制
技
監
の
ト
ッ
プ
３

を
経
産
省
出
身
者
が
占
め
る
布
陣
に
！
！



2022年12月22日(木) TBS 「news23」



12
月
18
日
（日
）
東
京
新
聞



フ
ラ
ン
ス
原
子
力
庁
技
官
も
務
め
た
専
門
家(

左)

は
、
小
型
炉
で
採
算
を
取
る
に
は
50
～
１
０
０
基

の
受
注
が
必
要
と
。
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

コ
ス
ト
も
劇
的
に
下
が
っ
て
い
る
。
・
・
・
原
発

よ
り
再
エ
ネ
へ
の
投
入
を
優
先
す
べ
き
だ
。
」

2023年1月30日（月） 毎日新聞



2024年1月4日(木)TV朝日

「ワイドスクランブル」

「内陸で“プレ南海トラフ地震”とも言える内陸型の地震が多くなる。
将来、能登半島地震も前兆だったと言われるのではないか。」



2024年1月10日(水)
NHKニュース７

震源ではなかったのに想定を超えた！ また、重要機器が揺れ
やすい周期ではないとするが、原発の冷却系統の配管が重要
機器・設備に入れられていないことは、非常に大きな問題。



2024年1月10日(水)
NHKニュースウオッチ９

外部から電源を受けるための変圧器の配管が壊れ（1，２号機とも）、
油が漏れた（2万トン）。また、電気系統の一部が使えなくなった。



2024年1月10日(水)
NHKニュースウオッチ９

下の黒く見えるのは、漏れた大量の油



2024年1月10日(水)
NHKニュースウオッチ９

しかも、逃げるかどうか調べる放射線量を測るモニタリング
ポストが、一時は最大18カ所でデータが得られなくなった



2024年1月22日(月)
NHKニュースウオッチ９

志賀原発に事故が生じていれば、とても逃げられなかった



2024年1月22日(月)
NHKニュースウオッチ９

通れない道。迂回するにも大渋滞を予測。孤立地域も・・・



2024年1月22日(月)
NHKニュースウオッチ９

大地震と原発事故の複合災害が起きたら、どうするのか。
5～30ｋｍ圏内の屋内退避予定者も、全壊した家は多い



2024年1月31日(水) ＴＢＳ

「news２３」

避難計画は、絵に描いた餅！



2024年1月28日(日) ＴＢＳ

「サンデーモーニング」

とても避げようがない！これに原発災害が加わると
完全にアウト。避難計画は国の責任で立てるべき



電力会社が想定していた活断層は96ｋｍ。今回動いた
のは、約１５０ｋｍ！

2024年1月31日(水) ＴＢＳ

「news２３」



名古屋大学
鈴木康弘教授

2024年1月28日(日) ＴＢＳ

「サンデーモーニング」



富来(とぎ)川南岸断層は、さらに海の中に伸びているという
ことが判明(動いているのを確認)。他でも同様な甘さが・・・

2024年1月28日(日) ＴＢＳ

「サンデーモーニング」



2024年1月31日(水) ＴＢＳ

「news２３」

珠洲原発予定地はどちらも、津波や隆起が起きた。電力会
社は、そうした活断層や、隆起など、想定もしていなかった



2024年1月31日(水) ＴＢＳ

「news２３」

奥に見える高い先端からこちら側が予定地だった。海へと
伸びた岩場も隆起したもの。原発が建っていれば終わり！



2024年1月31日(水) ＴＢＳ

「news２３」

「隆起など、想像もしていなかった。その程度の知見で建て
られたことを認識しなければならない。全国の他原発も・・」



沸騰水型の
特に弱い
部分



再
循
環
ポ
ン
プ

１
つ
50
ト
ン
。

 

10
数
セ
ン
チ
も
伸
び
縮
み
す
る
の
で
、

固
定
で
き
ず
、

 

ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
だ
け
。



再
循
環
ポ
ン
プ(

一
つ
50
ト
ン)

の
根
本

（
破
れ
る
恐
れ
）

燃
料
集
合
体
も
、
地
震
の

 

揺
れ
で
外
れ
る
可
能
性
が

（
乗
っ
か
っ
て
い
る
だ
け
）





上
に
空
白
部
分
が
見
え
る
で
し
ょ

（
下
も
同
じ
） ･･･

外
れ
る
恐
れ

そ
う
な
る
と
、

  

制
御
棒
が
入
ら
な
く
な
る
！



加圧水型も危険 特に蒸気発生器

一次系冷却水150気圧



原
発
は
、
配
管
だ
ら
け
の
オ
バ
ケ
。

炉
に
接
す
る
ど
こ
の
配
管
が
破
れ
て
も
、

気
圧
が
高
い
の
で
、
ア
ッ
と
い
う
間
に

炉
内
か
ら
水
は
抜
け
て
い
く
。

国
会
の
事
故
調
査
委
員
会
の
最
終
報
告
も
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（
国
の
責
務
）

第
二
条
の
二

国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
原
子
力
利
用
に
当
た
つ
て
は

（
新
設
）

、
原
子
力
発
電
を
電
源
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る

電
気
の
安
定
供
給
の
確
保
、
我
が
国
に
お
け
る
脱
炭
素
社
会
（
地
球
温
暖

化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条

の
二
に
規
定
す
る
脱
炭
素
社
会
を
い
う
。
第
十
六
条
の
二
第
二
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
実
現
に
向
け
た
発
電
事
業
に
お
け
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
環
境
適
合
利
用

及
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
非
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
を
い
う
。
第
十
六
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
利

用
の
促
進
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
に
係
る
自
律
性
の
向
上
に
資
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
責
務
を
有
す
る
。

２

国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
原
子
力
利
用
に
当
た
つ
て
は
、
原
子
力

施
設
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
次
条
第
四
号
及
び
第
二
条
の
四

第
一
項
に
お
い
て
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
項
に

規
定
す
る
原
子
力
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
安
全
性
の
向
上
に
不

断
に
取
り
組
む
こ
と
等
に
よ
り
そ
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
原
子
力
事
故
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
し
万
全
の
措
置
を
講
じ
つ

つ
、
原
子
力
施
設
が
立
地
す
る
地
域
の
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
原

子
力
発
電
に
対
す
る
信
頼
を
確
保
し
、
そ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
必
要
な

取
組
及
び
地
域
振
興
そ
の
他
の
原
子
力
施
設
が
立
地
す
る
地
域
の
課
題
の

解
決
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
責
務
を
有
す
る
。

原
子
力
基
本
法
改
正
の
問
題
点

（衆
議
院
議
員
・山
崎
誠
さ
ん
よ
り
）

新設新設
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（
原
子
力
利
用
に
関
す
る
基
本
的
施
策
）

第
二
条
の
三

国
は
、
原
子
力
発
電
を
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

（
新
設
）

う
、
原
子
力
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
次
に

掲
げ
る
施
策
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

一

原
子
力
発
電
に
係
る
高
度
な
技
術
の
維
持
及
び
開
発
を
促
進
し
、
こ

れ
ら
を
行
う
人
材
の
育
成
及
び
確
保
を
図
り
、
並
び
に
当
該
技
術
の
維

持
及
び
開
発
の
た
め
に
必
要
な
産
業
基
盤
を
維
持
し
、
及
び
強
化
す
る

た
め
の
施
策

二

原
子
力
に
関
す
る
研
究
及
び
開
発
に
取
り
組
む
事
業
者
、
国
立
研
究

開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
そ
の
他
の
関
係
者
の
相
互
の
連

携
並
び
に
当
該
研
究
及
び
開
発
に
関
す
る
国
際
的
な
連
携
を
強
化
す
る

た
め
の
施
策
そ
の
他
の
当
該
研
究
及
び
開
発
の
推
進
並
び
に
こ
れ
ら
の

成
果
の
円
滑
な
実
用
化
を
図
る
た
め
の
施
策

三

電
気
事
業
に
係
る
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
が
実
施
さ
れ
た
状
況
に
お

い
て
も
、
原
子
力
事
業
者
が
原
子
力
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
必
要
な
投
資
を
行
う
こ
と
そ
の
他
の
安
定
的
に
そ
の
事
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
事
業
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
施
策

四

原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
実
施
及
び
廃
炉

の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
条
第

四
項
に
規
定
す
る
再
処
理
等
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
使
用
済
燃
料

に
係
る
そ
の
貯
蔵
能
力
の
増
加
そ
の
他
の
対
策
及
び
原
子
炉
等
規
制
法

第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
止
措
置
の
円
滑
か

つ
着
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
関
係
地
方
公
共
団
体
と
の
調
整
そ
の
他

の
必
要
な
施
策

五

最
終
処
分
（
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
二
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
最
終
処
分

新設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
進
み
原
子
力
発
電
の
運
転
の
必
要
が

無
く
な
っ
て
も
な
お
、
原
子
力
発
電
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
事
業

環
境
を
整
備
す
る
と
い
う
こ
と
。





飯田哲也さん（環境エネルギー政策研究所）2022年資料より



飯田哲也さん（環境エネルギー政策研究所）2022年資料より

コストも激減。
ここにはないが、
原発はゴミ処理を
含めると一番高いのは

言うまでも
ない（“青天井“
：大島堅一さん）



他にも、世界３位の潜在力の



2022年6月25日(土) TBS 「情報７days」



2022年6月25日(土) TBS 「情報７days」



これは長崎
プルトニウム型

原子炉はこの

プルトニウムを取り出す
ために造られた。

戦後、アメリカが原発を売ったのは、自国の
原爆製造の経済負担を楽にするため。

また日本が原発を買ったのは、将来の原爆
 製造の準備と、財閥が原子力産業を中心に

経済力を取り 戻すため。
    売る側も 買う側もしかし、     
世界には その           ことを隠した。



2013.8.11 ｢ｻﾞ･ｽｸｰﾌﾟ 原発と原爆｣

原爆投下後
の､わずか
翌月に来日



デタラメ調査の手先になったのは･･･ ７３１部隊！

投
下
後
２
年
し
て
設
置
さ
れ
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ

の
調
査
は
、
は
じ
め
か
ら
結
論
が
決
め
ら

れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
ぜ
、
日
本
が
そ
う
し
た
調
査
の

手
先
と
な
っ
て
、
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
っ
た
か
。



爆発は確実だが、
ウランは自然界に

わずかしか存在せず、
また濃縮に莫大な電気
を消耗するため、
量産に向かない

広島ウラン型
（リトルボーイ）

長崎ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ型
 （ファットマン）

図
は
山
田
克
哉
「日
本
は
原
子
爆
弾

を
つ
く
れ
る
の
か
」Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
よ
り

爆発には高度な技術
が要るが、材料の

プルトニウムはいくら
でも作ることができる
うえ、ウランより
核分裂力が強かった

こ
れ
が
本
命



原発を売ることにした主な理由

・核兵器を作り続け技術とプラントを維持す
るのはお金がかかり過ぎるので、国家を経済
的に安定させるため、原発を高く売ることに。

・既に開発ないし開発中だった大国以外の核
不拡散のため、監視する必要があった。買う
国には核兵器を作らせない約束をさせた。

・核兵器を使えるものとするために（世界の
反発を和らげる）、核アレルギーを無くすこ
とが必要だった。まずはそのために日本へ。



1954年 初の原子力予算の議員説明

「近代兵器の発達はまったく目まぐ
るしいもので（中略）、米国の旧式
な兵器を貸与されることを避けるが
ためにも、新兵器や、現在製造の
過程にある原子兵器をも理解し、
またはこれを使用する能力を持つ
ことが先決問題である」と語り議会
を通過。



1969年外務省作成

『我が国の外交政策大綱』

「核兵器については、NPTに参加すると
否とにかかわらず、当面核兵器は保有

しない政策をとるが、核兵器製造の

経済的・技術的ポテンシャルは常に

保持するとともに、これに対する掣肘
（せいちゅう＝邪魔の意味）を受けない
よう配慮する。」



核武装は､法的にはどうか？

実はこのことは、過去に何度か
国会で野党の質疑に、与党議員
や官僚から「日本も自衛のため
ならば、小型の核兵器を持つこ
とは合法である」との答弁がな
されている。では何故やらない
か？ それは同盟国に売ること
まで考えて、改憲が必要だから。



憲法９条が
首の皮一枚で
核武装を

食い止めている



六ヶ所再処理工場 （写真は日本原燃ホームページより）



写真は日本原燃ホームページより



クリプトンは全量、排気筒と呼ばれる高さ150ｍの
煙突より、排風機を使い時速70ｋｍの勢いで排気

排水は、沖合3ｋｍ、水深44ｍの海底にまで放出口
を伸ばし、ポンプを使って時速20ｋｍの勢いで放出

写
真
は
、
東
京
新
聞
よ
り

原
発
1
基
１
年
分
を

た
っ
た
１
日
で
放
出
！

事故がなくても、
普段の稼働で



六ヶ所再処理工場



事実、
イギリスやフランスの
再処理工場周辺

では
小児白血病が多発







1998年の
NHKニュース





日本で宣教師経験のあるトール・ヨルゲンセ
ン牧師（ノルウェーの国教会のビショップ）と
私内藤は2015年、広島･長崎原爆投下後
70年の式典に来日された時に知り合ってお
り、核燃裁判準備で連絡を取ると、彼は何
とボンデヴィック首相と友人であった。今も
仲間たちとセラフィールド閉鎖を求め活動を
続けているとのこと。そして首相がイギリス
のブレア首相と、初会談(1998年)後も現
役時、直接申入れを重ねた日を調べてくれ
た（2回目2002.5.21、3回目2003.5.15）。





仮に地震なしでも､どの工程も危ない

六
ヶ
所
再
処
理
工
場



再処理の工程と、世界の再処理工場の事故史

図は『ロッカショ』（講談社）より ：出所は白黒データで原子力資料情報室にも



DAYS JAPAN 2018年1月号増刊号『日本列島の全原発が危ない！』より
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海はすぐそこ！津波が来たら
耐えられない

写真は日本原燃ホームページより

すぐそばに湖、その先は海で繋がっている



震度６強

日本海溝モデル
海溝沿いにおける最大クラスの震度分布・日本
海溝・千島津波高等の推計（令和2年4月公表）

内閣府 中央防災会議 防災対策実行会議



『私が原発を止めた理由』（樋口英明・元福井地裁裁判長）より

なお、上記は現在、国土交通省のＨＰで見ることができなくなっている。同表と同じ内容は、
「東日本大震災におけるプラントオペレーションに関する調査報告書」化学工学会にも掲載。



六ヶ所再処理工場の
基準地震動は、現在
たったの７００ガル。
建設当時は、
３７５ガル だった。
その後の耐震工事が
されたわけでもない。

このグラフは
宗教者核燃裁判
の冊子にもカラー
で掲載しています
（1冊1000円）



2008年5月25日
中日新聞(朝)



六ヶ所再処理工場1%漏れるだけで関東まで急性傷害レベル。
ココが爆発すると北半球は冗談ではなくみんな壊滅する

 六ヶ所
再処理工場



DAYS JAPAN 2018年1月号増刊号『日本列島の全原発が危ない！』より



高レベル廃液タンク（組み立て途中）

全体で直径約6.8m、高さ約4.8mになる

これは東海村の
ほうのものだが、
基本的には同じ



実際、フランスのラ・アーグ再
処理工場で1980年4月15日、
地震でもないのに電気系統の
故障が起き、完全に停電状態
に陥り、放射性廃液が沸騰し
て、あわや欧州消滅かという
寸前にまでなったことがある。



また、ロシア・チェリャビンスク
の再処理工場で1957年9月、
放射能廃液タンクの冷却装置
故障によるとみられる爆発が
起き、町が消えたことが亡命
科学者の告発で明らかにされ
ている（「ウラルの核惨事」）。



1976年、西ドイツ政府のケルン
原子炉安全研究所は内務省に、
再処理工場の冷却装置が完全
停止すると爆発によって放射能
放出の重大事故が起き、国民の
半数である３０００万人が死亡す
るというシミュレーション結果の
極秘レポートを提出していた。





もんじゅ配管11mm ベランベラン
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高速増殖炉「もんじゅ」

• 今までに2兆4000億円以上つぎ
込んで年間維持費だけで200 億

• 一日5500万円！！

なんという無駄遣い

これは異常！なぜなかなか廃炉に

せず研究炉で継続しようとしたか



六ヶ所再処理工場

• そしてその「もんじゅ」のために建
てられ、年間維持費1100 億円

ものムダ金を、動いていなくても

浪費し続ける再処理工場！ ！

いったい、なぜ？



「もんじゅ」の秘密

• もし１年、事故なくフル稼働でき
たとしても、取れるプルトニウム
は、たったの６２ｋｇ

• しかしそのプルトニウムは、純度
が９８％以上のスーパー兵器級

実はこれが狙いではないか

だから、ホトボリが冷め、新型炉
 の計画が決まるまで、やめない



高速増殖炉で取れるプルトニウム
は、通常の核兵器よりも更に純度
が高く、レーダーにもかからない
超小型の戦術核が作れる。しかも
通常核兵器が十四年ほどで劣化
し、弾頭を取り換えなければなら
ないのに対し、何十年経とうが劣
化しない。これはアメリカもイギリ
スも中国もロシアも持っていない。



本命は高速増殖炉。それまでは､純度
の低いプルトニウムを減らすための
プルサーマルと フルＭＯＸ大間原発



平和と核の問題は繋がって
いる。そして日本の場合、
政府は長年、ゴール(核武装
と核商売) を目指して九条
改悪を狙ってきた。しかし
今、ゴールそのものを無く
せる時代に実は来ている。



もんじゅ無き今、
あとはドン詰まりの
再処理事業を断念

させれば、
原子力政策全般を
終えさせること
ができる。



M7以上の大地震と原発の位置
●● ●●



2014.7.16 規制委員会の記者会見
川内原発１号機と２号機の審査書案を了承



前規制委員長・田中俊一（月刊『選択』2019年11月号）

「日本の原子力政策は嘘だらけで
ここまでやってきた。結果論も含め
本当に嘘が多い。最大の問題はいま
だに核燃料サイクルに拘泥していること。
使用済み燃料を再処理して高速増殖炉でプル

トニウムを増やして一千年、二千年分の資源を
確保するという罠に囚われたままである。一千
年後の世界がどうなっているかなんて誰にも
わからない。技術的にもサイクルが商用レベル
で実用化できる可能性はなく、現に米国、英国、

フランスが断念している。」



宗教者核燃裁判 2020年3月提訴
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